
八
資
料

V
交
通
史
の
一
場
面
l

浜
街
道
と
陸
前
浜
街
道
に
つ
い
て長

久

明

保

光

交通史の一場面一浜街道と陸前浜街道について

一
、
は

じ

め

[こ

武
蔵
国
か
ら
下
総
国
・
常
陸
国
・
陸
奥
固
に
ま
た
が
る
江
戸
時
代
の
浜
街
道
と
、
明
治
初
年
か
ら
の
陸
前
浜
街
道
に
つ
い
て
は
専
門
書

を
初
め
、
郷
土
研
究
者
も
混
同
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
陸
前
浜
街
道
の
五
字
に
迷
う
者
も
少
な
く
な
い
。

ち
ょ
う
ど
奥
州
街
道
と
陸
羽
街
道
の
混
同
も
時
代
的
錯
覚
を
起
こ
し
て
い
る
o

ニ
、
海
道
と
街
道
と
協
荷
造
(
脇
往
還
)

海
道
は
古
代
か
ら
中
世
に
山
道
に
対
す
る
海
道
(
東
海
道
・
南
海
道
・
西
海
道
)
で
、
海
国
の
道
筋
を
総
称
し
た
大
道
で
あ
る
。
江
戸

時
代
に
は
公
用
旅
行
者
や
参
勤
交
代
の
大
名
に
供
せ
ら
れ
、
五
街
道
は
江
戸
中
心
の
公
道
で
あ
り
、
本
街
道
と
称
し
た
。
木
街
道
か
ら
派

出
す
る
道
路
が
脇
往
還
(
脇
道
)
で
あ
り
、
浜
街
道
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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五
街
道
や
脇
街
道
の
う
ち
、
海
の
な
い
国
は
正
徳
六
年
(
一
七
二
ハ
)
に
道
中
①
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
五
街
道
は
五
海
道
②
③
と
も
書
き
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一
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
江
戸
中
期
か
ら
街
道
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
か
ら
幕
府
直
轄
@
に
し
た
o

そ

し
て
庶
民
は
支
線
の
脇
街
道
を
利
用
し
た
@
@
o

三
、
陸
奥
固
と
常
陸
国

み
ち
の
お
く

陸
奥
国
は
も
と
道
奥
で
、

ろ
く

つ
ま
っ
て
「
み
ち
の
く
」
の
国
と
な
っ
た
。
陸
奥
国
は
陸
州
を
六
州
と
簡
略
化
し
、
平
安
時
代
以
後
に
用

L 、、

大
和
朝
廷
の
勢
力
範
囲
の
国
々
よ
り
も
奥
地
の
開
拓
を
意
味
す
る
⑦
o
そ
し
て
東
奥
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
が
、

江
戸
時
代
の
文
人
③

交通史の一場面一浜街道と陸前浜街道について

の
称
で
あ
る
。

常
陸
国
は
『
常
陸
風
土
記
』
に
「
東
海
の
大
道
常
陸
路
」
と
あ
り
、
東
海
道
に
属
し
常
陸
国
府
以
北
は
陸
奥
海
道
で
、
奥
羽
開
拓
の
最

前
線
で
あ
っ
た
@
o

そ
し
て
陸
奥
田
は
出
羽
固
と
同
じ
く
東
山
道
の
一
国
で
、
大
化
改
新
に
よ
る
設
置
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
伊
達
・
相
馬
・
松
平
・
南

部
氏
な
ど
の
藩
が
分
立
し
、
明
治
元
年
に
岩
代
・
磐
城
・
陸
前
・
陸
中
・
陸
奥
の
五
か
国
⑬
に
分
国
し
、

出
羽
国
は
羽
前
田
・
羽
後
国
の

二
か
国
に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
を
混
同
し
て
陸
前
国
や
羽
前
国
を
江
戸
時
代
の
国
名
と
直
観
す
る
向
き
が
多
い
。
常
陸
国
を
含
め
そ
の
他

の
諸
国
は
明
治
以
後
も
同
じ
国
名
で
あ
る
。

四
、
浜
街
道
の
概
念

陸
奥
国
の
浜
街
道
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い

わ

き

い

わ

し

ろ

ひ

が

し

奈
良
時
代
に
は
陸
奥
田
の
前
身
の
石
城
国
は
奥
州
の
南
偏
で
石
背
国
(
今
の
福
島
県
西
部
)
と
相
対
し
、
東
海
岸
に
位
置
し
東
海
道
ま



238 

た
は
浜
街
道
と
称
し
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
頼
朝
が
奥
州
征
伐
の
と
き
、

「
東
海
道
大
将
軍
千
葉
常
胤
の
軍
は
浜
通
り
を
(
下
略
)
」

と

『
東
鑑
』
に
述
べ
て
い
る
。
浜
通
り
⑪
は
今
も
福
島
県
の
海
側
を
称
し
て
い
る
。

こ
の
浜
街
道
の
名
称
を
諸
書
と
照
合
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
陸
奥
田
の
入
口
に
至
る
福
島
県
は
、
関
東
か
ら
北
進
す
る
浜
街
道
と
奥
州
街
道
と
が
縦
貫
し
て
い
た
⑫
」
と
あ
り
、

「
浜
通
り
は
海

岸
低
地
帯
に
あ
り
、
中
通
り
は
阿
武
隈
川
の
谷
に
あ
る
⑬
」
と
あ
る
。
「
昔
は
浜
街
道
は
勿
来
の
関
、

奥
州
街
道
は
白
河
の
関
が
あ
り
、

み
ち
の
く
の
南
境
を
守
り
、

こ
の
関
門
を
北
へ
越
す
と
一
方
は
浜
街
道
(
下
略
)
、
江
戸
時
代
の
浜
街
道
は
南
の
勿
来
の
関
か
ら
平
・
中

村
・
岩
沼
で
、
中
通
り
か
ら
来
た
奥
州
街
道
と
合
し
て
い
た
。
(
下
略
)
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
中
通
り
・
浜
通
り
は
親
藩
や
幕
領
で

分
断
さ
れ
、
江
戸
中
期
に
は
両
街
道
を
中
心
に
地
方
産
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
@
」
と
あ
る
。
ま
た

「
浜
街
道
は
水
戸
街
道
の
延
長
と
も

考
え
ら
れ
、
奥
州
磐
城
宇
多
両
郡
の
諸
侯
は
参
勤
交
代
の
と
き
、
浜
街
道
の
往
来
を
禁
じ
ら
れ
奥
州
道
中
を
迂
回
し
た
。
そ
し
て
浜
街

道
の
終
点
は
岩
沼
で
、
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
か
ら
文
久
・
元
治
・
慶
応
に
か
け
幕
吏
は
岩
沼
を
過
、
ぎ
箱
館
を
往
来
し
、
岩
沼
は
奥

州
街
道
に
入
る
拠
点
で
も
あ
っ
た
⑬
」
と
述
べ
て
い
る
。

東
海
道
の
意
義
⑩

2 

仙
台
の
先
の
宮
城
野
か
ら
以
北
を
「
奥
の
細
道
」
と
も
い
い
、
南
の
東
海
道
に
連
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
本
街
道
(
奥
州
道
)
に
対
し

て
東
方
に
並
行
し
て
い
た
か
ら
呼
称
し
、
奥
地
の
小
路
で
あ
っ
た
か
ら
「
奥
の
細
道
」
と
も
い
っ
た
。
東
海
道
も
奥
の
細
道
も
同
一
の
街

道
で
奥
州
道
中
に
対
す
る
方
向
的
名
称
で
あ
り
別
路
で
は
な
か
っ
た
。

3 

常
陸
国
の
浜
街
道

各
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



交通史の一場面 浜街道と陸前浜街道について

川
明
治
以
後
の
宮
城
県
街
道
の
う
ち
、

明
治
か
ら
の
東
浜
街
道
は
広
淵
|
気
仙
沼
|
高
因
。

福
島

昔
の
浜
街
道
は
福
島
県
境
i
岩
沼
D

県
の
浜
街
道
は
常
陸
平
潟
|
平
l
富
岡
l
中
村
|
宮
城
坂
元
。
茨
城
県
の
浜
街
道
は
東
京
l
石
岡
|
水
戸
大
津
|
磐
城
窪
田
に
至

る
@
o

凶
海
道
ハ
東
海
ノ
大
道
ナ
リ
、
伊
賀
伊
勢
以
来
本
国
マ
テ
十
五
箇
園
、
皆
東
海
道
ナ
リ
、

コ
レ
ヲ
海
道
ト
称
ス
(
中
略
)
、
陸
奥
国
中
ニ
海

道
ノ
称
ア
リ
シ
コ
ト
ハ
日
本
後
紀
ニ
、
海
道
十
駅
ハ
本
国
多
珂
郡
奈
古
昼
間
関
ヲ
越
テ
菊
多
郡
ニ
入
シ
ヨ
リ
、
海
道
四
郡
ノ
駅
家
ヲ
イ
へ

リ
(
中
略
)
、
海
道
ハ
江
戸
ヨ
リ
水
戸
ニ
至
ル
ノ
道
ナ
リ
(
下
略
)
、
延
喜
中
、
駅
路
ノ
ウ
チ
陸
奥
海
道
四
郡
ノ
地
ヲ
東
海
道
ト
云
シ
コ

ト
相
馬
文
書
ニ
見
ユ
0

(

中
略
)
茨
城
郡
水
戸
ヲ
起
程
ノ
地
ト
定
テ
、
東
南
ニ
向
ヒ
、
下
総
河
原
代
村
ニ
達
ス
ル
ヲ
江
戸
海
道
ト
云
ヒ
、

北
方
ニ
走
テ
、
陸
奥
大
棋
村
ニ
出
ル
ヲ
棚
倉
海
道
ト
唱
へ
、
北
ニ
進
テ
少
ク
東
ニ
向
ヒ
、
陸
奥
関
田
村
ニ
至
ル
ヲ
岩
城
相
馬
海
道
ト
呼

ブ
、
ス
ベ
テ
之
ヲ
大
道
ト
ナ
ス
⑬
(
下
略
)
0

こ
の
よ
う
に
水
戸
か
ら
江
戸
ま
で
を
江
戸
街
道
(
海
道
は
江
戸
中
期
か
ら
用
い
な
い
て

い
わ
き
そ
う
ま

江
戸
か
ら
は
水
戸
海
道
、
水
戸
か
ら
陸
奥
固
に
入
る
を
岩
城
相
馬
街
道
(
道
中
)
と
称
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
呼
称
は
地
域
的
藩
領
的

区
分
で
あ
り
、
浜
街
道
の
略
称
に
す
ぎ
な
い
。

同
常
陸
国
の
古
地
図
@
に
は
府
中
(
石
岡
)
か
ら
南
は
「
江
戸
街
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

凶
常
陸
国
多
珂
郡
(
高
萩
市
)
の
古
文
書
@
に
は
、
岩
城
海
道
は
水
戸
青
柳
l
岩
城
平
に
至
る
海
道
で
、

略
称
と
し
て
「
奥
州
束
通
り
」

と
も
い
っ
た
。

間
常
陸
国
は
石
高
九
十
万
三
千
七
百
七
十
八
石
四
斗
五
升
八
合
、
村
数
千
六
百
七
十
七
ケ
村
、
東
西
道
程
十
五
里
二
十
一
町
、
南
北
道
程
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十
二
里
十
二
町
。
そ
の
ほ
か
往
還
道
の
小
道
、

一
里
塚
も
あ
る
@
o

刷
脇
街
道
は
江
戸
か
ら
水
戸
に
至
る
水
戸
道
中
が
最
も
重
要
で
、

文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
、
二
二
藩
の
大
名
が
参
勤
交
代
に
用
い
、

幕
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末
に
は
往
来
が
繁
し
く
、
千
葉
の
佐
倉
道
中
を
加
え
、
五
街
道
と
合
わ
せ
て
七
街
道
と
呼
ぶ
説
も
あ
る
o
水
戸
か
ら
以
北
、
勿
来
を
こ

え
て
陸
奥
国
に
通
ず
る
浜
街
道
は
岩
城
相
馬
道
中
と
も
い
わ
れ
た
@
o

明
江
戸
街
道
(
水
戸
街
道
)
が
、
岩
城
街
道
と
あ
わ
せ
て
陸
前
浜
街
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
⑫
O

附
松
岡
村
赤
浜
(
今
の
高
萩
市
)
の
白
坂
は
旧
奥
州
往
還
で
あ
る
@
o

同
古
地
図
@
に
江
戸

l
水
戸
聞
は
水
戸
街
道
、
水
戸
以
北
は
枝
川
・
石
神
・
助
川
・
磯
原
を
経
て
相
馬
方
面
を
岩
城
相
馬
海
道
と
い
い
、

前
記
と
合
し
て
浜
街
道
と
呼
ん
で
い
る
@
o

同
江
戸
時
代
の
史
料
に
よ
る
と
、
各
村
に
つ
い
て
岩
城
道
筋
、
奥
州
岩
城
往
還
、
奥
州
往
来
の
駅
路
、
岩
城
海
道
駅
所
と
記
し
て
あ

る
2
0

削
岩
城
海
道
に
沿
う
日
立
地
方
の
宿
駅
、
久
慈
川
の
岩
城
海
道
の
渡
し
。
天
保
十
一
年
「
諸
国
順
覧
懐
宝
道
中
図
鑑
」
に
「
浜
通
奥
州
街

道
」
と
あ
る
@
o

問
江
戸
よ
り
水
戸
道
中
、
岩
城
相
馬
等
へ
の
み
ち
、
仙
台
道
中
の
記
事
が
あ
る
⑧
O

間
宝
暦
十
年
(
一
七
六

O
)
に
、
長
久
保
赤
水
は
四
十
四
歳
の
と
き
浜
街
道
を
従
者
と
歩
き
、
陸
奥
国
!
出
羽
国
|
越
後
国
|
下
野
国
を

回
わ
り
郷
里
の
常
陸
国
多
珂
郡
赤
浜
村
(
今
の
高
萩
市
赤
浜
)
に
帰
っ
た
⑩
O

こ
れ
は
後
に
長
久
保
中
行
(
赤
水
の
従
甥
)
が
校
注
を
し
て
東
奥
紀
行
(
長
久
保
赤
水
著
)
と
し
て
板
行
さ
れ
た
。

同
江
戸
時
代
の
古
地
図
二
種
類
@
に
も
、
街
道
名
の
記
入
は
み
ら
れ
な
い
。

回
日
本
歴
史
地
図
に
も
各
社
版
と
も
に
街
道
の
記
入
は
な
い
が
、
水
戸
路
や
佐
倉
路
は
記
し
て
あ
る
。

た
だ
一
つ
の
専
門
書
@
の
付
図
に



は
浜
街
道
と
記
し
て
あ
る
。

玉
、
奥
羽
ニ
州
の
分
固
と
分
県

明
治
元
年
十
二
月
七
日
東
京
城
日
記
(
慶
応
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
明
治
十
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
政
府
の
布
告
)

の
御
布
告
書
写

し
@
に
、

交通史のー場面 浜街道と陸前浜街道について

奥
羽
両
国
ハ
瞬
漠
、
僻
遠
之
地
一
一
シ
テ
、
古
来
ヨ
リ
教
化
治
ク
難
敷
及
儀
-
一
有
之
候
-
一
付
(
中
略
)
厚
ク
御
手
ヲ
被
為
尽
思
召
ヲ
以
、
陸
奥
田
ヲ
磐
城

・
岩
代
・
陸
前
・
陸
中
・
陸
奥
ト
五
国
ニ
、
出
羽
国
ヲ
羽
前
・
羽
後
ト
二
国
ニ
分
国
被
仰
付
侯
条
、
此
旨
可
相
心
得
事
。

と
あ
り
、
分
国
の
後
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
国
名
は
公
式
に
は
廃
止
し
た
が
、
そ
の
後
も
慣
行
と
し
て
存
続
し
た
。
そ
の
例
と
し
て

茨
城
県
治
一
覧
表
(
明
治
十
二
年
、
茨
城
県
判
)
や
、

日
本
帝
国
第
二
統
計
年
鑑
(
明
治
十
六
年
、
内
閣
刊
|
全
国
犯
罪
者
本
籍
名
簿
)

ゃ
、
日
本
憲
政
史
第
二
巻
(
大
津
淳
一
郎
著
、
昭
和
二
年
l
明
治
十
三
年
や
同
十
七
年
の
裁
判
所
言
渡
書
)
に
も
、
何
県
何
国
何
郡
何
村

の
よ
ラ
に
記
し
て
あ
る
。

廃
藩
置
県
後
は
陸
前
国
は
宮
城
県
に
、
磐
城
国
は
福
島
県
に
遍
入
さ
れ
た
が
、
陸
前
や
磐
城
な
ど
の
国
名
を
昔
の
旧
国
名
(
江
戸
時
代

ま
で
)

の
よ
う
に
誤
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。

六
、
管
轄
地
図
の
作
製
@

明
治
元
年
十
二
月
に
は
諸
藩
領
図
面
作
製
や
府
県
管
轄
地
図
の
差
出
し
、
同
四
年
に
は
地
理
・
戸
籍
取
調
、
同
五
年
に
は
全
国
地
図
作
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製
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
国
絵
図
作
製
よ
り
は
科
学
的
と
な
り
、
明
治
政
府
の
富
国
強
兵
策
推
進
の
基
盤
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
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同
八
年
に
は
太
政
官
職
制
の
歴
史
課
や
地
誌
課
が
置
か
れ
、
同
九
年
に
諸
県
廃
合
、
同
十
一
年
に
郡
区
町
村
編
成
法
と
参
謀
本
部
条
例
公

布
が
あ
っ
た
。

七
、
陸
前
浜
街
道
に
つ
い
て

諸
室
田
に
あ
る
の
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
水
戸
ハ
一
都
会
デ
城
邑
ニ
シ
テ
一
万
九
千
ノ
人
口
ア
リ
、
上
市
、
下
市
ニ
分
レ
、
本
城
ハ
其
中
央
ニ
ア
リ
。
官
道
ハ
石
岡
・
土
浦
ヲ
過

ギ
西
南
下
総
ニ
通
ズ
ル
ヲ
水
戸
街
道
ト
呼
ピ
、
東
京
ト
相
距
ル
三
十
一
里
。
陸
前
浜
街
道
ハ
助
川
・
伊
師
ヲ
経
テ
東
北
磐
城
平
-
一
至

ル
、
二
十
六
里
ナ
リ
ト
云
フ
@
o

同
明
、
治
七
年
の
茨
城
県
地
図
に
「
陸
前
浜
街
道
」
と
あ
り
@
、
明
治
以
後
の
新
街
道
名
の
最
初
の
資
料
と
み
て
よ
い
。

同
南
方
の
第
十
四
号
国
道
は
石
岡
・
土
浦
・
取
手
を
通
り
、
千
葉
県
に
入
り
て
東
京
に
通
ず

(
旧
江
戸
街
道
)
0

石
岡
か
ら
北
に
あ
る
陸

前
浜
街
道
は
多
賀
の
海
岸
を
北
上
し
、
福
島
県
に
入
り
仙
台
に
通
ず
る
。
こ
れ
を
第
十
五
号
国
道
と
い
う
@
」
と
あ
り
、

当
時
の
国
道

も
番
号
呼
称
の
公
式
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
陸
前
浜
街
道
は
通
称
号
で
あ
る
が
、

一
般
に
今
日
ま
で
継
続
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
明
治
何
年
か
ら
用
い
た
か
関
係
先
へ
照
会
し
て
も
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。
し
か
し
聞
で
わ
か
る
よ
う

に
明
治
七
年
以
前
で
あ
る
。
政
府
発
行
の
迅
速
二
万
分
一
仮
製
地
形
図
(
内
務
省
地
理
局
、
明
治
十
七
年
か
ら
発
行
)
に
も
陸
前
浜
街
道

が
載
っ
て
い
る
(
明
治
十
三
年
測
量
)
0

そ
の
後
の
国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
一
と
五
万
分
一
の
両
地
形
図
、
二
十
万
分
一
地
勢
図
(
水

一
戸
・
福
島
・
仙
台
)
に
も
載
っ
て
お
り
、
二
十
万
分
一
の
仙
台
図
幅
の
宮
城
県
互
理
町
の
道
路
側
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
最
後
の
呼
称
で

あ
る
。



さ
ら
に
明
治
二
十
八
年
民
開
発
行
の
地
図
@
に
は
、
宮
城
県
は
陸
羽
街
道
・
浜
街
道
・
東
浜
街
道
、
福
島
県
は
浜
街
道
、

茨
城
県
は
東

京
街
道
・
陸
前
街
道
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
昔
の
「
浜
街
道
」
を
踏
襲
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
明
治
十
一
年
三
月
二
十
六
日
東
京
曙
新
聞
第
六
号
に
「
福
島
県
下
浜
街
道
ノ
儀
、
従
来
磐
城
国
樹
紫
郡
四
ツ
倉
駅
ヨ
リ
久

ノ
浜
駅
ヲ
経
、
広
野
駅
迄
毎
海
浜
砂
莫
通
行
ノ
処
、
今
般
新
開
相
成
候
八
坂
通
ヲ
以
テ
、
自
今
陸
前
浜
街
法
ト
改
定
候
条
、
此
旨
布
告
侯

事
。
明
治
十
一
年
三
月
二
十
五
日
太
政
大
臣
三
条
実
美
」
(
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
第
三
巻
、
財
政
経
済
学
会
、
昭
和
三
十
三
年
所
収
)
と
あ
り
、

陸
前
浜
街
道
は
小
地
域
的
に
福
島
県
や
宮
城
県
で
も
通
称
と
し
て
呼
称
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

交通史の一場面一浜街道と陸前浜街道について

江
戸
時
代
の
浜
街
道
(
水
戸
街
道
・
江
戸
街
道
・
岩
城
相
馬
街
道
ま
た
は
道
中
を
用
う
)
は
、
次
第
に
変
形
や
廃
道
と
な
っ
た
り
し
て

面
影
が
う
す
れ
て
い
る
が
、
茨
城
県
高
萩
市
赤
浜
の
「
浜
街
道
」

(
明
治
初
年
か
ら
の
陸
前
浜
街
道
)
は
昔
の
面
影
が
み
ら
れ
る
。
電
柱

も
な
く
、
道
路
も
舗
装
で
な
く
、
松
林
の
樹
令
二
百
年
以
上
の
も
あ
る
。
そ
の
道
沿
い
に
慶
長
十
年
ご
六

O
五
)
に
長
久
保
氏
来
住
地

が
残
り
(
今
は
長
久
保
源
蔵
氏
宅
地
、

っ
て
赤
水
が
七
歳
(
享
保
八
年
)

地
理
学
者
の
長
久
保
赤
水
も
こ
の
屋
敷
で
生
誕
)
、

し
ん
や

の
と
き
両
親
と
新
屋
を
聞
い
て
農
に
従
事
し
た
旧
宅
が
二
軒
あ
る
(
長
久
保
敬
信
・
同
厚
の
両
氏
宅
)
O

」
こ
か
ら
北
へ
一
キ
ロ
行
く
と
字
北
原
と
い

赤
水
は
六
十
一
歳
ま
で
新
屋
で
暮
し
日
本
地
図
を
編
集
し
、
安
永
七
年
(
一
七
七
七
)
六
十
一
歳
の
十
二
月
に
江
戸
小
石
川
の
水
戸
藩
邸

に
浜
街
道
を
上
っ
た
の
で
あ
る
。

八
、
浜
街
道
と
陸
前
浜
街
道
の
混
同

茨
城
県
の
歴
史
地
理
を
研
究
さ
れ
る
方
々
へ
の
足
掛
り
と
し
て
諸
書
の
要
約
を
列
挙
し
て
、
誤
り
の
な
い
よ
う
に
参
考
に
供
し
た
い
。
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こ
の
混
同
は
茨
城
人
の
盲
点
で
も
あ
り
、
他
県
の
人
た
ち
も
関
心
を
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
た
い
せ
つ
と
考
え
て
い
る
。
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川
茨
城
県
郷
土
研
究

は
陸
前
浜
街
道
と
陸
羽
街
道
云
々
」
は
「
陸
前
浜
街
道
」
は
「
浜
街
道
に
、

茨
城
大
学
教
育
研
究
所
編
昭
二
八
年
。

「
江
戸
時
代
の
交
通
路
|
二
七

O
頁
に
、
江
戸
時
代
に
於
け
る
主
要
幹
線

「
陸
羽
街
道
は
「
奥
州
街
道
」
と
訂
正
を
要
す
る
。
ま
た

山
水
戸
大
観

「
近
戸
時
代
の
主
要
街
道
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
-
陸
前
浜
街
道
(
中
略
)
、

9
陸
羽
街
道
云
々
」
も
同
じ
。

「
昔
の
陸
前
浜
街
道
」
も
同
じ
。

茨
城
民
報
社
昭
和
二
九
年
。
交
通
の
項
(
四
九
頁
)

同
日
本
地
名
事
典
第
一
巻
朝
倉
書
庖

陸
前
浜
街
道
に
沿
う
て
聞
か
れ
た
本
町
通
り
は
宿
場
的
機
能
(
下
略
)
」
も
同
じ
く
「
浜
街
道
」
に
す
べ
き
で
あ
る
。

昭
和
三

O
年
。
水
戸
市
の
項
(
一
一
一
一
一
頁
)
「
道
路
は
か
つ
て
の
陸
前
浜
街
道
云
々
」
も
同
じ
。

昭
和
二
九
年
。
水
戸
市
の
項
(
六
五
四
|
六
五
五
頁
)
「
近
戸
時
代
の
陸
前
浜
街
道
は

(
下
略
)
、

凶
教
材
国
土
現
勢
誌

国
土
地
理
協
会

(
、
、
は
筆
者
注
)

同
茨
城
の
歴
史
(
注
@
)

山
川
出
版
社
刊
の
一
六
四
頁
交
通
の
発
達
「
水
戸
道
中
と
合
わ
せ
て
、
陸
前
浜
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
」
も

同
じ
。
な
お
明
確
に
は
明
治
初
年
か
ら
陸
前
浜
街
道
云
々
と
す
べ
き
で
あ
る
。

筆
者
が
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
に
公
表
し
た
詳
報
@
も
あ
る
が
、

本
稿
に
お
け
る
論
点
は
た
だ
一
つ
の
街
道

名
で
あ
る
が
、
時
代
的
感
覚
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
表
現
を
継
続
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
街
道
名
を
研
究
し
、
街
道
図

を
記
す
と
き
の
指
針
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
o

私
が
指
摘
し
た
の
に
朝
倉
書
庖
の
旧
版
日
本
地
名
事
典
と
、
国
土
地
理
協
会
と
、
大
明
堂

と
あ
り
、

い
ず
れ
も
再
版
の
時
に
訂
正
を
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
本
稿
を
参
考
的
に
読
ま
れ
た
者
も
出
版
社
も
、
良
心
的
に
訂

正
を
し
て
ゆ
く
よ
う
に
願
い
た
い
。

な
お
陸
前
浜
街
道
は
明
治
五
年
の
呼
称
で
あ
る
(
『
近
世
史
略
」
巻
一
、
山
口
謙
著
、
明
治
七
年
刊
)
0

区
聞
は
東
京
4
千
住
駅
か
ら
陸

前
岩
沼
駅
に
至
る
(
下
略
)
と
あ
る
。
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① 

史
学
会
編
史
料
日
本
史
下
巻
五
二
|
五
三
頁
山
川
出
版
社
昭
二
七
。

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
第
四
巻
九
九
頁
|
街
道
(
小
野
信
一
二
・
小
学
館
昭
四
三
年
。

岩
波
講
座
日
本
歴
史
第
十
回
|
五
六
頁
岩
波
書
庖
昭
九
年
。

宮
城
県
史
5

地
誌
・
交
通
史
l
五
O
五
|
五

O
九
頁
、
交
通
史
|
大
島
延
次
郎
、
宮
城
県
史
刊
行
会

日
本
産
業
史
大
系
4
関
東
編
、
地
方
史
研
究
協
議
会
編
l
四
頁
、
東
大
出
版
会
昭
三
四
年
。

現
代
教
養
百
科
事
典
7
歴
史
i
コ
二
八
頁
、
暁
教
育
図
書
昭
四
三
年
。

新
日
本
史
大
系
第
四
巻
近
代
社
会
二
九
八
頁
小
葉
田
淳
編
朝
倉
書
広
昭
二
七
年
。

東
北
の
歴
史
豊
田
武
編
上
巻
|
七
三
頁
吉
川
弘
文
館
昭
四
二
年
。

大
日
本
地
名
辞
書
下
巻
陸
奥
園
、
吉
田
東
伍
著
明
治
四

O
年。

地
理
と
世
界
の
歴
史
原
随
円
編
日
本
篇
下
i
一
二
二
頁
雄
揮
社
昭
三
一
年
。

新
世
紀
大
辞
典
学
習
研
究
社
昭
四
三
年
。

地
名
の
成
立
ち
山
口
恵
一
郎
著
|
一
二

O
頁
一
四
八
頁
徳
間
書
広
昭
四
二
年
。

郷
土
の
地
理
3
東
北
編
E

福
島
県
の
地
理
安
田
初
雄
七
、
交
通
の
発
達

i
一
一
一
一
五
頁
宝
文
館

新
講
座
地
理
と
世
界
の
歴
史
日
本
編
下
柴
田
実
他
編
|
二
三
三
頁
雄
海
社
昭
三
一
年
。

教
材
国
土
現
勢
誌
国
土
地
理
協
会
福
島
県
一
七
七
の
三
|
四
二
昭
三

O
年。

前
掲
刷
に
同
じ
。

前
掲
同
に
同
じ
。

大
日
本
管
轄
分
地
図
明
治
二
八
年
刊
の
複
刻
人
文
社
、
昭
四
三
年
。

新
編
常
陸
国
誌
巻
六
行
路
|
千
百
六
十
一
か
ら
千
百
七
十
八
頁
。
明
治
三
四
年
。

常
陸
国
郷
村
・
道
路
図
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
彩
色
手
書
き
図
内
閣
文
庫
蔵
。

松
岡
郡
鑑
・
松
岡
地
理
誌
・
水
戸
松
岡
道
程
帳
(
正
徳
五
年
)
水
戸
彰
考
館
蔵
、
写
本
。

常
陸
国
郷
帳
付
録
元
禄
十
五
年
(
一
七

O
二
)
四
月
(
写
本
)
水
戸
彰
考
館
蔵
。

@@ ⑬ ⑬ ⑪ ⑬⑬⑬⑬⑫⑪⑬①⑥⑦⑥⑤④①②  

昭
三
五
年
。

昭
三
五
年
。
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⑫
茨
城
の
歴
史
満
井
・
瀬
谷
・
豊
崎
三
民
共
著
山
川
出
版
社
昭
三
二
年
交
通
の
発
達
|
一
六
三
か
ら
一
六
四
頁
。

@
茨
城
地
理
学
会
研
究
紀
要
第
十
五
号
昭
四
二
年
江
戸
時
代
に
お
け
る
水
戸
街
道
の
歴
史
地
理
的
考
察
茨
城
大
学
堀
口
友
一
。

学
会
に
寄
贈
)

@
松
岡
村
誌
大
正
二
年
|
二

O
O真。

@
・
下
総
国
輿
地
図
嘉
永
二
年
水
戸
の
鶴
峯
戊
申
著
。
常
陸
国
全
図
嘉
永
年
間
鶴
峯
彦
一
郎
著
。

@
綜
合
郷
土
研
究
中
巻
茨
城
県
師
範
学
校
・
茨
城
県
女
子
師
範
学
校
共
編
茨
城
県
昭
一
四
年
江
戸
時
代
の
交
通
路
|
山
口
孝
義
|
一
二
四
三

頁。

@
茨
城
県
史
料
近
世
地
誌
編
茨
城
県
昭
四
三
年
水
府
志
料
(
小
宮
山
楓
軒
著
水
戸
藩
士
)
|
二
六
六
か
ら
三
九
三
頁
。

⑧
目
立
市
史
目
立
市
昭
一
二
八
年
日
立
地
方
の
交
通
(
瀬
谷
義
彦
)
四
三
六
か
ら
四
四
四
頁
。

@
増
補
海
陸
行
程
細
見
記
(
四
六
丁
)
酔
雅
子
校
正
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
明
大
坂
秋
田
屋
良
介
。

@
日
本
地
理
学
の
先
駆
長
久
保
赤
水
住
井
す
ゑ
子
著
大
阪
精
華
房
昭
和
一
八
年
。

@
新
刻
日
本
輿
地
路
程
全
図
安
、
氷
八
年
(
一
七
七
九
)
初
版
長
久
保
赤
水
著
(
地
理
学
者
、
天
文
研
究
者
、
水
戸
藩
儒
者
)
と
、
大
日
本
沿
海

輿
地
全
図
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
幕
府
に
献
上
、
伊
能
忠
敬
著
。

@
前
掲
凶
の
付
図
に
記
入
。

@
新
開
集
成
明
治
編
年
史
第
一
巻
維
新
大
変
革
期
中
山
泰
晶
編
二
二

O
頁
昭
三
三
年
。

@
前
掲
闘
に
同
じ
。

@
改
正
白
木
地
誌
要
略
大
槻
修
三
一
編
大
阪
明
治
十
一
年
刊
(
全
六
冊
)
|
巻
二
の
東
海
道
の
項
。

@
茨
城
県
管
内
区
画
略
図
明
治
七
年
十
二
月
編
述
水
戸
杉
平
俊
雄
編
根
本
健
助
刊
縮
尺
な
し
、
有
彩
色
茨
城
県
立
図
書
館
蔵
。

@
常
陸
郷
土
史
(
多
賀
郡
の
巻
)
茨
城
郷
土
研
究
社
昭
二
一
年
、
常
陸
の
交
通
史
|
六
八
頁
茨
城
県
立
図
書
館
蔵
。

⑧
三
都
市
四
十
三
回
帰
=
一
府
一
庁
『
大
日
本
管
轄
地
図
』
明
治
二
十
八
年
刊
。
昭
四
三
年
複
刻
、
人
文
社

@
茨
城
の
民
俗
第
六
号
茨
城
民
俗
学
会
昭
四
二
年
十
二
月
二
十
四
日
刊
。
|
地
名
に
つ
い
て
の
考
察
|
浜
街
道
を
め
ぐ
っ
て

三
六
頁
か
ら
四

O
頁
。
(
歴
史
地
理
学
会
に
寄
贈
)

(
歴
史
地
理

長
久
保
光
明




